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【概 要】

移植医療の分野は 21 世紀の医学における重要な分野であるが、移植医療の発展とと
もにドナーの臓器不足が世界的に問題となっている。医用ミニブタはこの臓器不足を解

消する重要な医用資源として注目されている。異種移植医療の実現は、ドナーの臓器不

足をはじめとする細胞移植や組織移植における十分な材料提供、移植適応症の拡大など

現在の移植医療が抱える幾つかの問題点の解決に期待される。

クラウン系ミニブタは鹿児島大学で独自に開発されたもので、成熟個体体重など解剖

学的、生理学的特性がその他のミニブタ種に比べよりヒトに近く、医用ミニブタとして

優れた性質を有するものである。プロジェクトの目的は、クラウン系ミニブタの遺伝子

改変による拒絶反応の制御、安全性確保のためのブタ内在性レトロウイルスの制御など

異種移植に関する研究教育拠点の形成を目指すものである。

【期待される成果】

（１）アルファ Gal ノックアウトミニブタの作成によって異種移植の最初の難関である

超急性拒絶反応を制御した動物実験モデルが確立できる。

（２）ブタ内在性レトロウイルスの安全性の有無、感染機序の解明やヒトへ感染したウ

イルスの機能などの解明に繋がる。

（３）異種移植に要求される生体／細胞機能制御法は、異種移植のモデルの構築や研究

だけでなく、同種移植の免疫制御法の確立においても有用と考えられる。すなわち、遺

伝子改変医用ミニブタは、異種移植用の医用動物であると同時に、移植問題を研究する

次世代の高性能研究動物でもあり、幅広い先端研究の展開に繋がることが期待される。
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